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主  題 : わたしは良い牧者です 

聖書箇所 : ヨハネの福音書 １０章１１－２１節 

 

この朝も、ヨハネの福音書１０章を続けて学んでいきますが、その前に一つだけ見ておきたい箇所が

あります。エゼキエル書３４章を開いてください。当時の歴史的な背景を覚えておられますか。この書が

書かれた時代、イスラエルの民は大きな困難に直面していました。偶像を礼拝し、罪を犯し続けた彼らは

神様のさばきを受け、多くの者がバビロンに捕囚として連れて行かれました。容易に想像できると思い

ますが、この時の民は絶望の中にいました。故郷を失い、神殿を破壊され、自分たちはもう神様に見捨て

られたのではないかという恐れが彼らを支配していました。また、本来ならば自分たちを導き守ってく

れるはずの王や指導者までもが堕落していました。イスラエルの牧者たちは羊を養うのではなく、自分

たちの私腹を肥やしていたのです。もちろん、このきびしいさばきの原因は民自身の罪深さにありまし

た。彼らのかたくなさや不従順こそが、この苦しみを招きました。しかし同時に、悪い牧者たちに見捨て

られた彼らは、傷つき、さまよう羊のようになっていました。だれも自分たちを顧みてくれない、だれも

自分たちを導いてくれないという絶望の中に置かれていたわけです。一見すると、どこにも希望など見

いだせない状況の中にいた彼らに対して、あわれみ深い神様が驚くべき約束を与えられました。 

その約束がエゼキエル３４：１１－１５に「:11 まことに、神である主はこう仰せられる。見よ。わたしは

自分でわたしの羊を捜し出し、これの世話をする。:12 牧者が昼間、散らされていた自分の羊の中にいて、その群

れの世話をするように、わたしはわたしの羊を、雲と暗やみの日に散らされたすべての所から救い出して、世話を

する。:13 わたしは国々の民の中から彼らを連れ出し、国々から彼らを集め、彼らを彼らの地に連れて行き、イス

ラエルの山々や谷川のほとり、またその国のうちの人の住むすべての所で彼らを養う。:14 わたしは良い牧場で彼

らを養い、イスラエルの高い山々が彼らのおりとなる。彼らはその良いおりに伏し、イスラエルの山々の肥えた牧

場で草をはむ。:15 わたしがわたしの羊を飼い、わたしが彼らをいこわせる。――神である主の御告げ――」と、

２３－２４節には「:23 わたしは、彼らを牧するひとりの牧者、わたしのしもべダビデを起こす。彼は彼らを養

い、彼らの牧者となる。:24 主であるわたしが彼らの神となり、わたしのしもべダビデはあなたがたの間で君主と

なる。主であるわたしがこう告げる。」と記されています。 

ここで何が約束されていましたか。あわれみ深い神様は悪い牧者に代わって、さまよい弱り果て、傷つ

いているご自分の羊を捜し出し、世話をすると宣言されていました。また、散らされた羊を養う「ひとり

の牧者、わたしのしもべダビデを起こす。」と約束されていました。歴史をよく知っておられる方は不思議

に思うかもしれません。この時すでに、イスラエルの王だったダビデが亡くなってから４００年もの時

が経っていました。それなら神様はだれのことを言われたのでしょう。主の羊を牧する約束の羊飼いと

は、だれのことだったのでしょう。それこそが、ダビデの子として来られた偉大なイエス・キリストだっ

たわけです。神様がエゼキエルを通してこの約束を人々に与えたのは、イエス様が来る約６００年も前

のことでした。この約束から長い年月が流れた後、人々の前に現れた主は「わたしは良い牧者です。」と宣

言されました。散らされた羊を捜し、傷ついた羊を慰め、さまよう羊を救い出し、絶望のうちにいる羊に

希望をもたらす羊飼いこそイエス様でした。 

先週も言ったように、私たちは羊です。いろいろな弱さや痛み、愚かさを抱える無力な羊です。だから

こそ、羊飼いである主に拠り頼んで生きていくことが欠かせません。きょう私たちが学んでいくヨハネ

１０：１１－２１には、良い羊飼いであるイエス様のことばが書かれています。人々の前に登場したイエ

ス様は、ただの良い羊飼いだったわけではありません。人々が待ち続けてきた約束の羊飼いでした。イエ

ス様は、ご自分がどれほど良い羊飼いであり、どれほど羊のことを気にかけているのかについて、ご自身



の四つの姿を通して教えてくれます。羊として生きている私たちとともにいるお方が、どれほどすばら

しい羊飼いなのかを改めて考えてみましょう。 

ヨハネ １０:１１－２１ 

  「:11 わたしは、良い牧者です。良い牧者は羊のためにいのちを捨てます。:12 牧者でなく、また、羊の所有 

   者でない雇い人は、狼が来るのを見ると、羊を置き去りにして、逃げて行きます。それで、狼は羊を奪い、 

また散らすのです。:13 それは、彼が雇い人であって、羊のことを心にかけていないからです。:14 わたし 

は良い牧者です。わたしはわたしのものを知っています。また、わたしのものは、わたしを知っています。 

:15 それは、父がわたしを知っておられ、わたしが父を知っているのと同様です。また、わたしは羊のため 

にわたしのいのちを捨てます。:16 わたしにはまた、この囲いに属さないほかの羊があります。わたしはそ 

れをも導かなければなりません。彼らはわたしの声に聞き従い、一つの群れ、ひとりの牧者となるのです。:17 

わたしが自分のいのちを再び得るために自分のいのちを捨てるからこそ、父はわたしを愛してくださいます。 

:18 だれも、わたしからいのちを取った者はいません。わたしが自分からいのちを捨てるのです。わたしに 

は、それを捨てる権威があり、それをもう一度得る権威があります。わたしはこの命令をわたしの父から受 

けたのです。」:19 このみことばを聞いて、ユダヤ人たちの間にまた分裂が起こった。:20 彼らのうちの多 

くの者が言った。「あれは悪霊につかれて気が狂っている。どうしてあなたがたは、あの人の言うことに耳 

を貸すのか。」:21 ほかの者は言った。「これは悪霊につかれた人のことばではない。悪霊がどうして盲人 

の目をあけることができようか。」」 

〇良い牧者であるイエス様：四つの姿 

１．羊のためにいのちを捨てるお方 １１－１３，１５ｂ，１７，１８ａ節 

最初の姿から考えてみましょう。良い羊飼いであるイエス様の一つ目の姿は、この方は羊のためにい

のちを捨てるお方だということです。みことばを見てください。イエス様はここで何度も繰り返して、

「:11 わたしは、良い牧者です。良い牧者は羊のためにいのちを捨てます。」、「「:15 ……また、わたしは羊のため

にわたしのいのちを捨てます。」、「:17 わたしが自分のいのちを再び得るために自分のいのちを捨てるからこそ、

父はわたしを愛してくださいます。」、「「:18 だれも、わたしからいのちを取った者はいません。わたしが自分から

いのちを捨てるのです。……」、と言われていました。 

皆さんは羊飼いという仕事にどんなイメージを持っておられますか。羊飼いは全く楽な仕事ではあり

ません。羊は自分で自分の世話ができる動物ではないからです。草を食べるにも、水を飲むにも、羊はそ

の場所まで自力で行くことができません。仮に、面倒だからと羊を同じ丘で放置するなら、丘の草をすべ

て食べ尽くして、その土地を荒野にしてしまいます。放っておくと迷うので、常に導かれ、養われる必要

がありました。羊は手のかかる動物でした。羊飼いは、いつも彼らのことを気にかけなくてはならない骨

の折れる仕事でした。しかし、ただ単に時間や労力がかかるだけではありません。この仕事は、羊飼い自

身のいのちを危険にさらすものでした。おくびょうな羊は自分の身を守る術すら持っていないので、羊

を連れて移動する際は、常に敵の脅威がありました。餌にしようと狙う熊や狼、獅子だけでなく、羊を奪

おうとする強盗からも守る必要がありました。 

実際、羊飼いだったダビデも、そのような危険と隣り合わせだったことをⅠサムエル１７：３４－３５

で「「:34 ダビデはサウルに言った。「しもべは、父のために羊の群れを飼っています。獅子や、熊が来て、群れの

羊を取って行くと、:35 私はそのあとを追って出て、それを殺し、その口から羊を救い出します。それが私に襲い

かかるときは、そのひげをつかんで打ち殺しています。」と口にしていました。敵の脅威は現実のものとして

ありました。また、ウィリアム・トムソンというひとりの先生も、羊飼いに伴う危険を自身の著者の中で

次のように述べていました。「盗人や強盗がやって来るとき、忠実な羊飼いは、自分の群れを守るために、

しばしば命がけで立ち向かわなければなりません。私は、その戦いの中で実際に命を落とした例をいく

つか知っています。昨年の春、ティベリアとタボルの間で、ある貧しい忠実な羊飼いが、逃げるどころか



三人のベドウィン（アラブ系の遊牧民）の強盗と戦い、ついには彼らの短剣で切り刻まれ、自分が守って

いた羊たちの中で息絶えたのです。」と。 

羊を丁寧に世話する羊飼いには、多くの苦しみが伴いました。その務めは、忠実さと忍耐が問われる非

常にきびしいものでした。しかし、真の羊飼いはどんな時であろうと、羊を導き、養い、守ろうとしまし

た。おくびょうな羊を慰め、さまよう羊を連れ戻し、無力な羊とともにいることを自分の喜びとしたわけ

です。これは、羊のことを全く気にかけない雇い人とは違いました。ヨハネ１０：１２でもはっきりと言

われていました。「牧者でなく、また、羊の所有者でない雇い人は、狼が来るのを見ると、羊を置き去りにして、

逃げて行きます。それで、狼は羊を奪い、また散らすのです。」と。なぜ、雇い人たちは自分の身をもって羊

を守らないのでしょう。それは、羊が彼らのものではないからでした。自分の所有物ではないものに、雇

い人は自分のすべてをささげようとはしないわけです。しかし、良い牧者であるイエス様は違いました。

イエス様ははっきりと言われました。「わたしは、良い牧者です。良い牧者は羊のためにいのちを捨てます。」

と。羊を心から愛する良い羊飼いは、ご自分の所有する羊のためにすべてを犠牲にすることを喜びとさ

れるお方でした。ご自分のいのちでさえ羊のために捨てることをためらわないお方でした。 

私たちが愛する良い羊飼いであるイエス様は、私たちを見て「「あなたはわたしの羊です」、「あなたはわ

たしの所有物です」、「あなたのためにわたしはいのちを捨てます」と言ってくださるのです。これだけで

も私たちには大きな慰めとなりますが、これ以上に驚くべき事実がここにはありました。イエス様が羊

のためにいのちを捨てるということを正しく理解するために忘れてはならない二つの大切なポイントが

あります。二つのキーワードを覚えていてください。 

１）自ら進んで 

一つ目のキーワードは「自ら進んで」です。改めて考えてみてください。良い羊飼いであるイエス様は、

十字架の上でご自分のいのちを捨てられました。いったいだれが、このお方を十字架の死へと追いやっ

たのでしょう。裏切ったイスカリオテのユダでしょうか。イエス様に敵対し、その死を求め続けた民の指

導者たちでしょうか。「「十字架につけろ！」と叫び続けた群衆でしょうか。処刑に許可を出した総督ピラ

トでしょうか。実際に十字架につけたローマ兵でしょうか。確かに、彼らにもその死の責任はありました

が、イエス様を十字架へと導いたのは、究極的には彼らではありませんでした。その答えをイエス様自身

がここで述べていました。１８節に「「だれも、わたしからいのちを取った者はいません。わたしが自分からいの

ちを捨てるのです。」とあります。イエス様が羊のためにいのちを捨てられたのは、強いられたからでも、

無理矢理に嫌々ながらでもありません。この方のいのちをだれかが奪ったのでもありません。良い羊飼

いは、自ら進んでいのちを捨てられました。この方を十字架につけたのは、釘ではなく、羊に対する愛だ

ったわけです。この事実に関してペテロもはっきりと、Ⅰペテロ２：２２－２５で「:22 キリストは罪を

犯したことがなく、その口に何の偽りも見いだされませんでした。:23 ののしられても、ののしり返さず、苦しめ

られても、おどすことをせず、正しくさばかれる方にお任せになりました。:24 そして自分から十字架の上で、私

たちの罪をその身に負われました。それは、私たちが罪を離れ、義のために生きるためです。キリストの打ち傷の

ゆえに、あなたがたは、いやされたのです。:25 あなたがたは、羊のようにさまよっていましたが、今は、自分の

たましいの牧者であり監督者である方のもとに帰ったのです。」と口にしていました。羊のようにさまよい、

牧者である方のことなど心に留めず、罪に罪を重ね、自分の道を歩んでいた愚かな私たちの罪を赦すた

めに牧者がしてくださったことは、自分から十字架にかかることでした。 

２）身代わりとして 

 覚えていてほしい二つ目のキーワードは「身代わりとして」です。羊飼いがいのちをささげたのは、ほ

かのだれでもない私たちのためでした。みことばをよく見てください。このようなことばが繰り返され

ていました。「「:11 良い牧者は羊のためにいのちを捨てます。」、「「:15 また、わたしは羊のためにわたしのいのち

を捨てます。」と、ここで使われている「「ために」ということばには「だれかの益のために」や「だれかに



代わって」という意味が含まれていました。羊飼いとしてのイエス様の死が、どうして驚くべきものなの

かわかりますか。それは、その死が羊に代わって受けられたものだからでした。本来であれば、無力な羊

の上に降りかかる苦しみや死を、羊飼いが代わりに受けられたこと、ここに本当の愛がありました。 

 この点に関して、ほかのみことばもはっきりと教えていました。Ⅰヨハネ３：１６には「キリストは、

私たちのために、ご自分のいのちをお捨てになりました。それによって私たちに愛がわかったのです。……」と。

Ⅱコリント５：２１には「神は、罪を知らない方（イエス様）を、私たちの代わりに罪とされました。それは、

私たちが、この方にあって、神の義となるためです。」と。決して忘れてはいけません。良い牧者であるイエ

ス様は、私たちの身代わりとなられたお方でした。いっさい罪のないお方が十字架にかかったのはご自

分の罪のためではありません。十字架に値したのは罪人である私たち自身でした。生まれながらに神様

を拒み、罪に汚れ、逆らい、さまよい続けてきた私たちこそ、その苦しみやさばき、死にふさわしい者で

した。しかし、そんな罪深い私たちの罪をすべて背負って、罪を知らないお方が身代わりとして死んでく

ださったわけです。私たちの代わりに、罪や過ちを犯すことのなかった完全な羊飼いが十字架の上で呪

われた者となり、私たちの代わりに、どんな時も正しく偉大な力を持つ羊飼いが罪に対する罰やさばき

に苦しみ、私たちの代わりに、父なる神様の喜ばれることだけをなした羊飼いが神の御怒りを味わい、激

しい痛みに悶えながら死んでいったわけです。本来であれば、それらすべてを受けて死ぬべきは私たち

でした。私たちはしっかりと覚えていないといけないのです。私たちは逆らい、羊としてさまよい続けて

いました。しかし、良い羊飼いが見捨てずに「わたしは羊のためにいのちを捨てます。」と、代わりにいの

ちを捨ててくださったから、このお方を信じる私たちにいのちが与えられました。私たちは今、感謝でき

ます。私たちが今生きているのは、私たちの代わりに死んでくださったお方がいるからです。羊のために

いのちを捨ててくださるお方、それが私たちの羊飼いでした。 

２．羊を知っておられるお方 １４－１５ａ節 

 次に二つ目の姿です。良い羊飼いであるイエス様は、羊を知っておられるお方だということです。続く

１４－１５節でイエス様はこう言われました。「:14 わたしは良い牧者です。わたしはわたしのものを知って

います。また、わたしのものは、わたしを知っています。:15 それは、父がわたしを知っておられ、わたしが父を

知っているのと同様です。また、わたしは羊のためにわたしのいのちを捨てます。」と。 

 一つ質問です。良い羊飼いであるイエス様は、どれぐらい私たちのことを知っているのでしょう。それ

は父が御子を、御子が父を知っているのと同じぐらいでした。父なる神と御子の間にある親密さや愛に

満ちた交わりと同じように、イエス様はご自分の羊を心から愛し、深く知っているということです。羊飼

いは羊のことをだれよりも知っていました。これがいかにすごいことか、立ち止まって考えてみてくだ

さい。イエス様は私やあなたの名前を知っています。このお方は私たちの性格や気質も、弱さや強みも知

っています。それぞれの必要も、願いや考えも知っています。恐れや不安、痛み、喜びや楽しみも知って

います。私たちの経験や置かれている状況も知っています。私たちの過去の失敗、かたくなさや愚かさ、

醜さや罪深さもすべて知っています。良い羊飼いであるイエス様は、羊について表面的な知識を持って

いるのではありません。ご自分の羊と親密な関係を持っておられるので、羊のすべてを知っています。そ

れでもなお、この良い羊飼いは羊のためにいのちを捨てることを喜びとされたわけです。イエス様が私

たちの身代わりとして十字架にかかられた時、私たちの罪深さを知らなかったのではありません。この

方の目から隠れていた汚れは一つもありません。羊飼いは、私たちの犯した過去の罪も、今の罪も、この

先犯す罪もすべてご存じでした。私たちがいかにかたくなで、間違いやすく、愚かな羊かをわかっていま

した。それでも、ご自分の羊を愛した主は羊のために死なれました。私たちの良い羊飼いは、羊の良い部

分でなく、最も醜い部分を見てなお、ご自分を自らささげてくださったお方でした。私たちの持っている

愛とは全然違います。私たちの愛は、相手の最も醜い部分を見た時、身を引きます。羊飼いであるイエス

様は、私たちの最も醜い部分を見て、いのちを捨ててくださいました。これこそが、この方の示された犠



牲的な愛だったわけです。 

 もし、この中にまだ良い羊飼いであるイエス様を自分の羊飼いとして知らない方がいるなら、どうか

きょう知ってください。この方のもとに来る時、自分を取り繕う必要はありません。受け入れられそうな

自分を演じる必要もありません。イエス様はあなたのすべてを知っています。この方は、私やあなたのよ

うなどうしようもない罪人を罪から救うために十字架にかかってくださいました。どうか、この方を拒

むのではなく、自分の救い主として信じてください。自分の罪を素直に認め、悔い改めて、こんなにも大

きな犠牲を払ってくださったお方を愛する者として生きてください。良い羊飼いは、ご自分のもとに心

砕かれて来る者を拒まれません。罪の赦しを与え「「わたしの羊」と呼んでくださいます。羊飼いにある本

当の喜びを知ってください。 

 羊飼いのこの愛を知ったという皆さん、主が私たちのすべてを知ってもなお、愛してくださるとは、す

ばらしい慰めではありませんか。弱さの多い私たちにとってこれほど大きな励ましはありません。しか

し、さらにすばらしいことがあります。この「知っている」という関係は、一方通行なものではありませ

ん。もう一度１４節を見ると「「わたしは良い牧者です。わたしはわたしのものを知っています。また、わたしの

ものは、わたしを知っています。」と書いてあります。感謝なことに、良い羊飼いが私たちを知ってくださ

るだけでなく、羊である私たち自身も、羊飼いを個人的に知ることができるということです。私たちとと

もにいてくださり、私たちのためにいのちを捨て、すばらしい愛を示してくださった羊飼いを、自分のこ

ととして知って、歩めるということです。どのようにしてでしょう。神様は大きなあわれみのゆえに、私

たちにご自身のことばである聖書を与えてくださいました。このみことばを通して、愚かで道に迷いや

すく弱く無力な羊である私たちは、自分の牧者を知り、その声に聞き従うことができます。このみことば

を通して、ともにおられる羊飼いの愛のすばらしさを知ることができます。果たして私たちは羊飼いの

声に耳を傾けることを何よりの喜びとしているでしょうか。聖書が羊飼いのことば、声であるなら、ほか

の何かに耳を傾けず、この羊飼いの声に耳を傾け続けているでしょうか。 

私たちは今、この羊飼いを目で見ることはありません。しかし、この羊飼いである主は、私たちを見捨

てて遠く離れているわけではありません。羊飼いである主は、容易に迷ってしまう私たちに、みことばを

通して知恵を与えてくれます。恐れを抱く私たちに、みことばを通して平安を与えてくれます。罪に惑わ

されて道から迷い出るような時には、みことばを通して訓戒をも与えてくれます。それが厳しく聞こえ

ることもあるでしょう。自分の心を刺すような時もあるでしょう。なぜだと思いますか。それは、羊飼い

である主が羊のことを愛しているからです。羊が間違った道へと行かないように、羊飼いはみことばと

御霊を通して正そうとしてくれます。導こうとしてくれます。良い羊飼いは、何よりも羊を大切に思うか

らこそ、みことばを通して優しく導き、豊かに養い、堅く守り、成長させてくださるわけです。無力な羊

は、羊飼いの助けがなくては路頭に迷います。自分ひとりで生きていくことは絶対にできません。しか

し、私たちにはすべてを知っておられる羊飼いがいて、みことばが与えられています。ですから、どんな

時も自分の羊飼いの声に聞き従うことを喜びとし、拠り頼みながら歩んでいくことです。羊を知ってい

てくださるお方、それが私たちとともにいる羊飼いでした。 

３．羊を一つの群れとして導くお方 １６節 

 次に三つ目の姿です。良い羊飼いであるイエス様は羊を一つの群れとして導くお方だということです。

１６節に「わたしにはまた、この囲いに属さないほかの羊があります。わたしはそれをも導かなければなりませ

ん。彼らはわたしの声に聞き従い、一つの群れ、ひとりの牧者となるのです。」と記されています。ここに、良

い羊飼いの愛の範囲、その愛がどれほど広いのかを見て取ることができます。イエス様はここで「「わたし

にはまた、この囲いに属さないほかの羊があります。」と口にしていました。「「ほかの羊」とはだれのことでし

ょう。これは異邦人のことでした。この時、周りにいたユダヤ人を前に、イエス様は大胆に宣言されたわ

けです。「「わたしはあなたがたユダヤ人だけでなく、それ以外の人々、異邦人をもわたしの羊として導か



なければならないのです。」と。これを耳にした群衆には、あまりにも衝撃的なことばだったでしょう。

当時のユダヤ人は異邦人を忌み嫌い、大きな壁がありました。異邦人は救いや神様から遠く離れた存在

だと考えられていたわけです。しかし、良い羊飼いの持っていた計画は違いました。良い羊飼いは、分け

隔てなくすべての者に救いをもたらすために来てくださったお方でした。 

同じヨハネの福音書の中でも、この真理をすでに何度も見ました。１：９には「「すべての人を照らすまこ

との光が世に来ようとしていた。」とあります。一部でなくすべての人を照らすまことの光がイエス様だと

いうことです。また、異邦人であるサマリヤの町を訪れたイエス様は、そこで出会った女性だけでなく、

町の人々にみことばを語り、彼らの多くが救いへと至ることになりました。そんな彼らも４：４２で「「も

う私たちは、あなたが話したことによって信じているのではありません。自分で聞いて、この方がほんとうに世の

救い主だと知っているのです。」と告白しています。良い羊飼いは世の救い主でした。 

同じひとりの羊飼いにあって、いがみ合っていたユダヤ人と異邦人が一つとされました。決して交わ

ることのなかった敵意にあふれた二つのものが、一つの群れとされたわけです。キリストが成し遂げた

和解を、パウロもこのように述べています。エペソ２：１４－１６で「「:14 キリストこそ私たちの平和であ

り、二つのものを一つにし、隔ての壁を打ちこわし、:15 ご自分の肉において、敵意を廃棄された方です。敵意と

は、さまざまの規定から成り立っている戒めの律法なのです。このことは、二つのものをご自身において新しいひ

とりの人に造り上げて、平和を実現するためであり、:16 また、両者を一つのからだとして、十字架によって神と

和解させるためなのです。敵意は十字架によって葬り去られました。」と。羊飼いの広い愛は、ばらばらだっ

た者たちを一つにする力あるものでした。これと同じ愛を受けたのであれば、主の羊となった私たちも

みな、一つのものとされました。同じ羊飼いを愛する一つの群れとして今を生きているわけです。 

教会という場所は不思議なところです。そこには年齢も性別も異なる人がいます。話すことばや国籍

が違う人もいれば、育った環境や文化が違う人がいます。いろいろな性格を持った人、異なる弱さや強み

を持つ人がいます。そんなばらばらな羊が、どうして一つにまとまっていられるのでしょう。それは、た

だ同じ羊飼いに導かれているからです。ガラテヤ３：２８でもこのように言われていました。「「ユダヤ人も

ギリシヤ人もなく、奴隷も自由人もなく、男子も女子もありません。なぜなら、あなたがたはみな、キリスト・イ

エスにあって、一つだからです。」と。忘れないでください。羊は独立して生きられる動物ではありません。

もし私たちが「主は私の羊飼い」と自分の羊飼いを認め、羊飼いとともに羊として生きていくならば、必

然的にほかの羊と一つの群れとして生きていくことになります。違いを持つ群れの中にいれば、当然す

れ違いが起こることもあります。ほかの羊と争い、互いを傷つけ、痛みを負うこともあります。しかし、

そんな時こそ思い出してください。私たちを一つに結びつけているのは、共通の趣味でも、性格の一致で

もありません。羊のために流された羊飼いの血によってです。良い牧者は、私やあなたのためだけでな

く、隣に座る兄弟姉妹のためにも、そのいのちを喜んで捨てられました。その犠牲を覚え、一つとしてく

ださった方の声に聞き従い、牧者を愛し、互いを愛する群れとしてともに歩んでいくこと、それが羊にと

って一番安心できる生き方です。羊を一つの群れとして導かれる方、それが私たちの羊飼いでした。 

４．死に勝る力を持っているお方 １８ｂ節 

 最後にもう一つ、良い羊飼いであるイエス様の四つ目の姿は、この方は死にまさる力を持っているお

方だということです。もう一度１８節を見てください。後半部分に「「わたしには、それを捨てる権威があり、

それをもう一度得る権威があります。わたしはこの命令をわたしの父から受けたのです。」とあります。ここま

でいっしょに見てきたように、良い羊飼いであるイエス様は、羊のことを何よりも愛しておられるお方

でした。羊を導き、羊を養い、羊を世話し、ご自分のいのちを捨てることすら厭わない、あわれみ深い羊

飼いでした。しかし、羊飼いがいのちを落としただけなら、それは羊にとって悲劇でしかありません。な

ぜなら、自分たちを守ってくれる存在がいなくなり、群れは敵の危険に絶えずさらされ、おびえ続けるこ

とになるからです。羊飼いの死はすさまじいほどの愛の行為です。しかし死で終わるなら、残された羊を



待っているのは恐怖と絶望でしかありませんでした。 

しかし、私たちにはここに大きな希望がありました。十字架でいのちを捨てたイエス様は、死で終わり

ませんでした。良い羊飼いはいのちを捨てる権威だけでなく、それをもう一度得る権威を持っているお

方でした。このお方は確かに墓に葬られた後、三日目によみがえられました。いのちも死も、ご自分の意

のままにできる勝利者だったわけです。だからこそ、私たちはいつも安心していることができるのです。

この良い羊飼いは羊である私たちのもとを去ることはありません。主の羊として歩んでいるなら、私た

ちがひとり取り残されることはありません。死でさえも羊飼いの愛から羊を引き離すことはできません。 

 かつて、ダビデも自分の確信を大胆に口にしていました。詩篇２３：４で「「たとい、死の陰の谷を歩くこ

とがあっても、私はわざわいを恐れません。あなたが私とともにおられますから。あなたのむちとあなたの杖、そ

れが私の慰めです。」と。イエス・キリストを信じ救われ、主の羊となったのであれば、私たちも同じこと

を告白できます。困難を経験する時、必要を覚える時、痛みを味わう時、目の前の問題が手に負えないよ

うに感じる時があっても、私たちは恐れることなく歩むことができます。羊飼いである主が、どんな時も

ともにおられるからです。私たちの羊飼いは、私たちのすべてをご存じです。私たちの弱さも足りない部

分も、私たちの強みも痛みもすべてご存じです。それでもなお、ご自分のいのちを与えてくださるほどに

愛を持ったお方でした。それだけでなく、その死に勝利してよみがえられた力ある良い羊飼いが、私たち

を決して捨てられないからこそ、私たちはどんな時も主にあって希望を失わずにいられるわけです。無

力な羊にとっての希望は、彼らのうちにはありません。死にまさる力を持ち、今も変わらずに生きている

良い羊飼いのうちにのみ希望はあります。 

このようなすばらしい羊飼いに、私たちはどのように応答するでしょう。残念ながら、当時の人々は、

かたくなに受け入れようとしませんでした。目の前に良い羊飼いがいたにもかかわらず、人々のうちに

は敵意と無関心がありました。１９－２１節に「「:19 このみことばを聞いて、ユダヤ人たちの間にまた分裂が

起こった。:20 彼らのうちの多くの者が言った。「あれは悪霊につかれて気が狂っている。どうしてあなたがたは、

あの人の言うことに耳を貸すのか。:21 ほかの者は言った。「これは悪霊につかれた人のことばではない。悪霊が

どうして盲人の目をあけることができようか。」」と書いてあります。目の前に良い羊飼いがいても、求める

心のなかった者の目には、単なる気の狂った人のようにしか見えなかったわけです。 

今の私たちはどうでしょう。良い羊飼いを拒み続けるでしょうか。それとも、この羊飼いを心から愛

し、ともに歩むことを何よりの喜びとするでしょうか。神様に逆らい、羊のようにさまよっていた私たち

が、羊飼いのもとに帰ったのであれば、私たちは感謝することができます。羊のためにどれほどの犠牲を

払ってくださったのかを知れば、私たちは賛美することができます。そして、私たちは良い牧者に知ら

れ、良い牧者を知れるという喜びを持って生きていくことができます。私たちは声を大にして「「主は私の

もの、主は私のことを知ってくださっている」と言うことができます。ですから、この羊飼いと歩むこと

を喜びとしてともに生きていきましょう。羊飼いの声は聖書に教えられています。羊飼いを愛して、この

羊飼いに拠り頼む者として、今週もともに歩んで行きましょう。 

 


